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講師紹介 
スポーツ外傷・障害に対する術後のリハビリテーションの 

の著者で、肩関節のスペシャリストをお招きしました。 
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＜概要＞ 

肩関節の理学療法において、肩関節の病態を正確に把握することは大変重要です。肩関
節の動きを正確に評価することで、その病態（疼痛や可動域制限、不安定性）を把握するこ
とができます。そのためには、肩関節の誘導（動かし方）と触診の技術が不可欠です。 
今回は、3D-CT画像等で肩関節の各肢位における関節の適合を視覚的にイメージし、実技

を通じて病態を把握するための肩関節誘導の方法などを確認していきます。そして、実践
に活用できる手技を習得して頂きます。 ＜内容＞ 

肩関節の各肢位における関節の適合を理解する 
肩関節の触診のポイントを理解する。 
肩関節の他動的誘導方法と病態把握を理解する 


